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1-1 アプリケーションと開発

世界を席巻するジェネレーティブAI

青山 祐輔 ●ITジャーナリスト

「Midjourney」」や「ChatGPT」など誰でも簡単にコンテンツを生成
できるサービスが流行し、AI技術が身近に。作風や創造性の学習モデル
をめぐる議論も起こり、人間による知的作業の本質を突き付ける。

　ジェネレーティブ（Generative）AIは、2022
年に話題としてもサービスとしても最も急拡大
した技術と言えるだろう。その中心にあったの
が「Midjourney」と「Stable Diffusion」、そして
「ChatGPT」だ。
　ジェネレーティブAIとは、人工知能（AI）に
よって文章や画像、音声といったコンテンツを生
成する技術である。主にニューラルネットワーク
を用いて膨大なデータを学習させることでモデル
を作り、そのモデルに基づいてさまざまなコンテ
ンツを生成することができる。
　コンピューターによるコンテンツ生成は、AIの
利用方法の一つとして古くから研究されてきた。
例えば、音楽においては音楽理論に基づいたア
ルゴリズム化が容易なことから、古くから楽曲の
自動生成ツールやサービスが存在した。ディープ
ラーニング技術による画像認識技術の応用として
は、画像を劣化させずに拡大したり、画像の中の
余計なオブジェクトを消去したりといったレタッ
チ機能が、米アドビのPhotoshopという画像編集
ソフトウエアなどに搭載されている。また、画像
や動画をAIによって加工し人の顔を入れ替える
ことで偽の映像を作り出すディープフェイクは、
フェイクニュースに利用されたり、外交や政治
に悪影響を与えたりするなど、大きな問題となっ

ている。ところが2022年に、それまでのコンテ
ンツの生成・編集とは一線を画すレベルのジェネ
レーティブAIが登場した。

■Midjourney
　2022年7月に公開された「Midjourney」は、
同名の研究所が開発した画像生成サービスだ。
Midjourneyは有償のサービス（月額10ドルで
200枚まで、30ドルで枚数無制限）だが、25枚ま
では無償で試せるとあり、多くの人が実際に触れ
その性能の高さを体験したことで、瞬く間に大き
な流行となった。
　Midjourneyが大きな反響を呼んだのは、主に
3つの理由がある。「高品質な画像」を「誰でも簡
単」に生成でき、それを「インターネット上で共
有」できたからだ。Midjourneyで生成した画像
は、プロのイラストレーターが描いたようなグラ
フィックやデジタルカメラで撮影したような画像
であったり、最新の3DCGエンジンによるレンダ
リング画像に匹敵するクオリティを持ったりして
いる。もちろん細かく見れば欠点はあるが、多く
の人にはAIが生成したものか人間が描いたもの
かの見分けが付かないレベルにあった。
　さらに、そうした画像を生成するのに必要な作
業は、プロンプトと呼ばれるキーワードの入力の
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みだ。画像の主題、描く対象物、構図、絵柄、背
景、空模様、画角、レンズ効果など、およそ画像
に関わるさまざまな要素を考え組み合わせて入力
することで、ありとあらゆる画像を生成すること
ができる。このプロンプトの組み合わせにはコツ
があり、思い通りの画像を生成するには工夫やノ
ウハウも必要となることから日本では「呪文」、英
語圏では「magic words」と呼ばれている。こう
した呪文と画像を共有するウェブサイトも登場し
ており、AIにうまく絵を描かせるためのノウハウ
が、急速にインターネット上に蓄積しつつある。

■Stable Diffusion
　続く2022年8月には、AIスタートアップの英
Stability AIが、AIによる画像生成ソフトウエア
「Stable Diffusion」をオープンソースとして公開
した。Stable Diffusionは、インターネット上で
ソフトウエアと学習済みモデルが無償で公開され
ているため、自分のパソコンやクラウド上の仮想
マシンにインストールすることで自由に使うこ
とができた。さらに、画像生成に用いる学習済み
モデルを切り替えることができるため、自分が描
きたい画像のタイプに合ったモデルを用いるこ
とができるのが大きな利点となっている。なお、
Stable Diffusionの標準モデルは、写真や3DCG
的なリアル志向のイラストは得意だが、日本のア
ニメ的な絵柄を苦手としている。このため、イン
ターネットのAI開発者コミュニティにおいて、標
準モデルが苦手としている絵柄に特化した学習済
みモデルの作成と提供が行われている。
　Stable Diffusionは商業利用も可能であること
から、これを用いた画像生成サービスやアプリも
登場している。アニメ風イラストに特化したもの
や、写真をアップロードするとイラスト風に加工
してくれるものなど、さまざまなタイプのサービ
スが登場している。ユニークなものとして、無償

で利用できるイラストを提供している「いらすと
や」とコラボし、いらすとや風の画像を生成でき
る「AIいらすとや」がある。

●画像生成AIの学習における問題
　Stable Diffusionを利用したサービスの一つ、
ラディウス・ファイブが2022年8月に公開した
「mimic」は、自分で描いたイラスト画像をアップ
ロードすることでオリジナルの学習モデルを用意
し、自分の画風に基づいた画像を生成できる。同
社は当初、クリエーターが自ら利用し、自身の創
作活動を効率化するためのツールとしての利用を
想定していた。だが、この「自分の画風をAIに学
習させる」というのが物議を醸すこととなった。
　そもそもAIに画像を学習させること自体は、日
本の著作権法において正当な利用として認められ
ている。これは、検索エンジンがウェブサイトの
インデックスを作成するためにウェブサイトの
データを利用することが許されているのと同様
だ。それに対して前述のmimicは、クリエーター
の画像を用いて画風をまねた画像を生成できるた
め、例えば著名なイラストレーターの画像を勝手
に用いて、そのイラストレーターの画風をまねた
画像を勝手に生成することも可能だ。実際、画像
生成AIのモデルの学習には過去の著名な画家の
作品も含まれているため、プロンプトにその画家
の名前を入れることで、その画家の画風に似た画
像が生成できる。例えば、ミュシャ風やモネ風と
いった、よく知られた画風でいろいろなイラスト
を作り出すことができる。
　一方で、著作権法で保護されるのはクリエー
ターが自ら描いた個別の絵であり、画風やスタイ
ルと呼ばれるものは保護されない。しかし、AIに
よって勝手に自分の画風を模倣した画像が生成さ
れること対して心理的な抵抗を覚えるクリエー
ターは少なくない。特にmimicの場合は、生成さ
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れた画像の著作権はラディウス・ファイブに帰属
するという利用規約もあったため、mimicに対し
厳しい批判がなされた。その結果、同社はサービ
スを開始したものの直後に公開を一時停止した。
その後、同社はサービスへの利用登録時に審査を
行うとともに、利用者が著作権を保持しない画像
の許諾なしの学習やmimicで生成された画像の利
用範囲を逸脱する行為などを禁止すること、生成
した画像の権利が利用者に帰属することなど、利
用規約やルールを整理し、約2か月後にサービス
を再開した。
　こうした画像生成AIの学習における権利処理
については、海外でも議論が起きている。2023年
1月には、サラ・アンダーセン氏、ケリー・マッカー
ナン氏、カーラ・オルティス氏という3人のアー
ティストが、インターネット上で公開されている
画像を学習したAIによって画像を作成すること
が無許可の二次創作に当たるとして、Midjourney
とStability AI、Stable Diffusionを利用した画像
生成ツールを提供しているDeviantArtなどを訴
えている。前述の通り、他人の著作物をAIに学習
させること自体は日本だけでなく多くの国で認め
られており、そのAIが生成した画像は利用者の著
作物として扱われる。しかし、そうやって学習さ
せたAIが学習に用いた作品によく似た画像を生
成した場合は、権利侵害と認められる可能性はあ
る。例えば、利用者が元の作品を知っており、そ
れと似た画像を生成することを意図してプロンプ
トを入力したり、元の画像自体を直接AIによっ
て加工したりする場合は、利用者に元の画像を模
倣する意図があるためだ。
　現状では、前述の訴訟の結果はまだ出ておらず、
AIによる画像生成に関する判例も少ない。従っ
て、AIによって生成した画像の取り扱いについて
は、今後しばらくは注意深く見守る必要がある。

■ChatGPT
　ジェネレーティブAIで話題になったのは画像だ
けではない。2022年11月に米OpenAIがチャッ
ト形式での対話型AI「ChatGPT」を公開した。
OpenAIはイーロン・マスク氏らが出資して設立
されたAI研究組織で、現在のジェネレーティブAI
ブームのきっかけをつくったと言える。これまで
に画像生成の「DALL･E」とその後継の「DALL･
E2」、言語生成モデル「GTP-3」、音楽を生成する
「Jukebox」などのAIを開発している。
　ChatGPTはチャット形式のインターフェース
で、質問をしたり指示を与えたりすると、それに
答えたり指示に従った文章やデータを返したりす
る。これだけ聞くと、SiriやAlexaなどエージェ
ント型のAIを想像するかもしれない。しかし、
SiriやAlexaに質問すると単純にWikipediaなど
のすでに存在する文章を読み上げるだけなのに対
して、ChatGPTは学習した文章を独自に要約・解
釈した形で回答する。例えば「ジェネレーティブ
AIとは？」とChatGPTに尋ねたところ、次のよ
うな答えが返ってきた。

「ジェネレーティブAIは、人工知能によって生成
されたデータを意味します。一般的に生成モデル
は、人間が生成したデータに似たものを生成する
ためにトレーニングされます。生成モデルには、
言語生成、画像生成、音声生成などのさまざまな
タイプがあります。これらの生成モデルは、自然
言語処理、画像認識、音声認識などのタスクにも
使用されます」

　もちろん、見ての通り内容に正確ではない部分
や、日本語としてこなれていないところもある。
しかし、大意は理解できる文章で、また、ここか
らさらに深掘りして調べるのに必要十分な用語も
提示されている。
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　なお、ChatGPTは日本語や英語以外に複数の
言語に対応しているが、もともと英語ベースで開
発されているため英語が最も得意となっている。
同じ質問でも、日本語でするよりも英語で行った
方が、より的確な答えが返ってくることが多い。
　他にも、日本語の文章を英訳したり、逆に和訳
したり、長い文章を要約させたり、プログラミン
グのコードを生成させたりと、高度な知的会話・
知的作業を実行でき、ある意味で人間以上に「使
える」AIと言える。このため、米マイクロソフト
がOpenAIに数十億ドルの追加出資を発表したほ
か、米グーグルが検索サービスに対する破壊的イ
ノベーションと見なしAI戦略を見直すと報じら
れた。

■AIと共存する時代に向けて
　2010年代にニューラルネットワークによる
ディープラーニングで、コンピューターによる画
像認識が人間以上の能力を持つようになった。こ
れにより、第3次AIブームが起き、さまざまな領

域でAI活用のブレークスルーが起きている。そ
して、このジェネレーティブAIの登場は、AIの
能力をより人間に近づける新たな段階に入ったと
いわれている。
　一方で、こうしたAIの普及によって、職を失
う人間が増えたり、人間自体の能力が劣化したり
といった危惧を抱く人も少なくない。実際に、画
像生成AIの能力を見て絵を描くことのモチベー
ションを失ったと発言するクリエーターもいる。
だが、画像生成にしろ文章生成にしろ、一定のク
オリティの成果を求めるためには、利用者側にも
創意工夫や試行錯誤が求められることには変わり
ない。求める結果の品質に対して人間がインプッ
トするためのコストが下がり、作業や時間の効率
化が進むことは間違いないが、あくまで人間が使
う道具であることに変わりはないと筆者は考え
る。従って、AIの脅威におびえるよりも、積極的
に使い、それによって自らのアウトプットを向上
させていくべきではないだろうか。
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